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１．はじめに  

 青森県は平成 18 年度より導入している橋梁アセットマネジメント（以下 橋梁 AM）により、計画的な維持

管理を実施している。橋梁 AM では、計画的な維持管理を実践していくためのツールとして、橋梁 AM の PDCA

全てを支援することができる IT システム（BMStar）を用いている。本システムでは、定期点検で取得する点

検データは現状を記録するためのデータとしてのみではなく、劣化予測や LCC 算定をするために使用するデ

ータとしており、各部材を要素に分割し、各々について劣化機構と健全度を判定した結果を収集し活用するこ

とで、維持管理費用の平準化、最小化を実現している。一方で点検データの収集にあたって、損傷の見落とし

や点検者による判定結果のばらつきは一般的な課題として挙げられる。このような課題に対し、筆者らは 2021

年度より AI による点検診断支援機能の実装を目指した研究開発を実施している。本稿では、既報１）の内容か

ら改善を行った結果について報告する。 

２．橋梁健全度診断 AIの概要 

 本機能は、点検時に撮影した画像に対して AI が損傷の種類ごとに領域の検出と区分を判定し、さらに健全

度を判定するものである。損傷種類と区分は橋梁定期点検要領（H31.3 国土交通省）に準拠した。点検者は部

材、材質、劣化機構および画像までの概算距離を入力する。その後 AI 機能内のカメラで撮影した画像または

撮影済みの画像を AI に登録し、損傷領域および区分、健全度が判定される。

判定対象は今後拡大予定であるが、現時点では材質はコンクリート、劣化機

構は中性化と塩害である。 

３．損傷認識 AI の精度向上に関する試み 

3.1 画像データによる精度向上 

 これまで青森県で平成 18年度以降に実施された点検時の画像 4,952枚を使

用し AI 開発を進めてきた。一方、青森県では長期にわたり適切な維持管理を

行ってきたことにより損傷区分 e を含む画像が他損傷区分に比べて少なく、

学習が進みにくいことが課題としてある。そこで損傷区分 e の画像が少ない

中で学習を効率的に実施するために、訓練データ（以下 Train）、検証データ

（以下 Validation）、テストデータ（以下 Test）に分類する画像の各枚数につ

いて、これまで AI 学習の前処理でランダムに分割されていたところを、画像

に占める各損傷区分のピクセル割合を基準に、図－1 に示すとおり同程度の

割合で均等に分割することにした。AI 判定結果の一例として、漏水遊離石灰

の損傷に対する Recall の結果を図－2 に示す。これより各判定の精度が画像

ランダム分割に比べ、同等もしくは向上したことが確認できる。なお剥離鉄

筋露出の損傷に対しても同様の結果が得られていることを確認している。 

3.2 AI エンジンの改良による精度向上 
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図－1 画像データの分割 
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画像から損傷領域と区分を検出するにあたり、これまで損傷の

領域を特定し、次に損傷区分を判定する 2 段階で AI 学習を行っ

てきた。今回、精度向上および判定の高速度化を目指し、領域特

定および損傷区分の検出について同じ AI エンジンを使用し、両

方を同時学習させる手法を取り入れた。併せて推論処理を見直し

た結果、精度は図－2 に示すよう従来方式から大きく向上し、ま

た判定に要する平均時間は 1 枚あたり 27 秒から 17 秒に短縮され

た。図－3の推論結果からも、教師データと AI が示す損傷範囲が

概ね合致し、AI が良好な精度で判定していることが確認できる。 

さらに画像中の背景や鋼材部を除くコンクリート範囲に対し

て、適切に健全度判定を行うために、水野ら 2）により構築された

コンクリート範囲を検出する AI 機能を追加した。本機能を使う

ことで図－4 に示すようにコンクリート範囲を適切に予測でき、

健全度判定の精度向上に寄与すると考える。 

４．健全度推論 AIのアプローチ 

損傷認識 AI により得られた、各損傷領域の 1 画像中に占める

割合の結果を健全度推論 AI に与えて学習させ、健全度の判定を

試みた。画像は 16,999 枚を用いた。Validation の推論結果を図－

5 に示す。正解健全度から 0.5 点以内に予測結果がある割合は

74.9％であり、相関係数は 62.5％であった。まだ精度向上が必要

な段階であり、引き続き検討を進めていく。 

５．おわりに 

損傷認識 AI については、画像分割方法の改善や、2 つの AI

学習の統一を行うことで AI 判定の精度および判定時間の向上

が得られた。AI 機能と人が最適な形で共存することにより、点

検の省力化と正確な点検データの取得を図り、橋梁 AM の向上

を目指していく。 
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図－2 AIの判定精度（漏水遊離石灰） 
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予測対象画像 AI 予測結果 

青部：AI 検出範囲 

図－4 コンクリート範囲検出予測結果 
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教師データ AI 予測結果 
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 図－3 AIの損傷領域推論結果 

 
図－5 AI健全度判定結果 
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